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＜5 月の景況感は 2 ヵ月連続の悪化、4-6 月期の実質純輸出は横ばいへ＞ 
 

先週(6/4-6/8)は、5 月の景気ウォッチャー調査、4 月の景気動向指数、情報サービス業売上高及び国際収支状況を更新。

また 8 日に 1-3 月期 GDP2 次速報値が発表された。これらのデータは、民間企業設備、純輸出の予測値に影響を及ぼす。 

GDP2 次速報値によれば、1-3 月期の実質 GDP 成長率は前期比年率+4.7%となり、1 次速報値(同+4.1%)から 0.6%ポイ

ント上方修正された。実質 GDP 成長率上方修正の主要因は民間企業設備の上振れである。 

5 月の景気ウォッチャー現状判断 DI は前月比 3.7 ポイント低下し 47.2 となった。2 ヵ月連続の悪化。欧州経済危機に

よるや株安・円高の加速、また電力供給の懸念が強まったことが悪化の背景にある。景気の現状判断は悪化している。 

4 月の経常収支は 3 ヵ月連続の黒字を記録したが、3,338 億円と小幅にとどまり前年同月比-21.2%縮小。所得収支黒字

幅は前年比拡大したものの、貿易・サービス収支は 2 ヵ月ぶりに赤字に転じたためである。季節調整値の経常収支黒字は

前月比-63.3%縮小し 2 ヵ月連続のマイナス。この結果、4-6 月期の実質純輸出の予測値は前期比横ばいと先週の小幅拡大

から下方修正された。 

今週(6/11)の CQM(支出サイド)は、先週発表されたデータを更新した結果、4-6 月期の実質 GDP 成長率を、内需は引き

続き拡大するが純輸出が横ばいとなるため前期比年率+3.5%と予測する。先週の予測(+4.4%)から下方修正された。 

 

CQM 予測の動態：実質 GDP 成長率 
2012Q2 (%，前期比年率換算) 
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▶先週は、5 月の景気ウォッチャー調

査、4 月の景気動向指数、情報サー

ビス業売上高及び国際収支状況を更

新。また 1-3 月期 GDP2 次速報値が

発表された。 
▶1-3 月期の実質 GDP 成長率は前期

比年率+4.7%となり、1 次速報値か

ら 0.6%ポイント上方修正された。成

長率上方修正の主要因は民間企業設

備の上振れである。 
▶5 月の景気ウォッチャー現状判断

DI は 2 ヵ月連続で前月比悪化。欧州

危機や電力供給懸念といった要因か

ら景気の現状判断は悪化している。 
▶4 月の経常収支黒字(季節調整値)は
前月比-63.3%縮小し 2 ヵ月連続のマ

イナス。この結果、4-6 月期の実質

純輸出の予測値は前期比横ばいと先

週の小幅拡大から下方修正された。 
▶今週の CQM は、4-6 月期の実質

GDP 成長率を、内需は引き続き拡大

するが純輸出は横ばいとなるため前

期比年率+3.5%と予測する。先週の

予測(+4.4%)から下方修正。
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